
福島県甲状腺検査と過剰診断問題の歴史
見直すチャンスは何度もあった

東日本大震災と福島原発事故

甲状腺検査に関連する日本や世界の動き甲状腺検査・福島医大に関する動き
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2011年10月福島県の甲状腺検査が開始

2012年5月 WHO 住民の被ばく線量の推計を報告

2013年9月

初めての甲状腺がんが報告される
（第8回検討委員会）

その後次々に甲状腺がんが報告

2013年11月

第1回甲状腺評価部会開催

2014年3月

評価部会で初めて過剰診断が議論

2014年11月

2015年4月

韓国の甲状腺がん過剰診断問題が論文発表

2015年3月

評価部会中間とりまとめ

甲状腺検査部門の組織改編
2016年8月

福島県小児科医会が検査の見直しを要望
2016年9月

国際シンポジウム
福島医大が過剰診断の見解を示す

2018年9月

WHO/IARCの提言が出される

2018年10月

甲状腺評価部会に髙野・祖父江案提出
過剰診断の害を小さくするために検査

の方法論を見直すことを提案

2019年4月
甲状腺検査部門の組織改編

2020年4月 若年型甲状腺癌研究会（JCJTC）発足

2020年9月 「みちしるべ」発刊

日本甲状腺学会雑誌で過剰診断が特集される

2021年7月

「福島の甲状腺検査と過剰診断」発刊

2021年4月
国連科学委員会が最終報告書

JCJTCが福島県へ甲状腺検査の見直しを要望

2024年6月
漫画「内分泌科医の怖い話」がブレイク
250万ビュー 12月に英訳版も公開

2023年１月

漫画「兄フラ」の連載開始

2025年11月

JCJTCが住民向けイベントを開催

2021年2月
ジェリー・トーマス氏福島医大のシンポジウム
にてIARC提言を改ざんして紹介

鈴木眞一氏 日本内分泌甲状腺外科学会雑
誌に「福島の甲状腺検査に関して過剰診断で
あるという意見があるのは迷惑だ」

2022年5月

2022年2月
山口壯環境大臣が記者会見で過剰診断問題
に対する姿勢を問われ、「過剰云々は自分の
関知するところではない」と回答

2024年10月

日本甲状腺学会員有志による甲状腺学会
への公開質問状提出

英語書籍”Overdiagnosis of Thyroid 
Cancer in Fukushima”が発刊

2025年6月

2024年11月

検討委員会で検査7巡目の続行が決定

2025年7月
評価部会・検討委員会で、4巡目までの
解析で甲状腺がんと放射線との関連は
認められないと結論

検査が始まって間もなく被ばく線量はあまり高くな
いことが分かったけど、このころはまだ甲状腺がん
を心配して検査を求める人が多い状況でした。

福島医大からの説明も不十分で、病気ではないの
う胞の所見を心配される方もたくさいました。

韓国で行われた甲状腺がんの検診によってたくさん
の過剰診断が発生しました。この論文発表以降、世界
各国の甲状腺がんの過剰診断が話題になりました。

しかし、その後の検討委員会などで、この件が議論
されることはありませんでした。

原発事故後であっても甲状腺がんスクリーニングは推
奨されないという提言がでたのに、検査の見直しも、
検討委員会等での議論も行われませんでした。

過剰診断の可能性を指摘する委員
に対し、福島医大が強硬に反論

放射線の影響考えにくい

あわせて学校検査が任意性を担保できない可能性を指摘

提案は受け入れられず

福島医大では過剰診断に関する発言は強く制限

2020年4月過剰診断を指摘してきた大津留・緑川 退職

過剰診断や学校検査の任意性の問
題が指摘されましたが、7巡目の検査
の実施が強硬に決められてしまいま
した。

放射線の影響は考えにくく、過剰診断の可能性がある

ヒロインは福島の甲状腺検査で診断された甲状腺がん

要望書に対して福島県はゼロ回答であり、検討委
員会等でも議論されませんでした。一方メディアの
注目は大きく、新聞、ネット記事などで報道され、

その後の取材も受けました。
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